
他県の実施状況（併願制度） 

 

１ 共通する概要 

 ・いわゆる一般入学者選抜（青森県における一般選抜）において、原則として全日制の課程で実施。 

・学力検査は第１志望校で受検し、受検は１回のみ。 

 

２ 併願制度を実施している５府県の概要 

府県名 制度の概要 選抜方法の概要 

愛知県 ●普通科２校へ出願する場合

は、同じ群のＡ・Ｂ各グルー

プから１校ずつ選び、専門学

科・総合学科２校へ出願する

場合は、Ａ・Ｂ各グループか

ら１校ずつ出願。 

●普通科、専門学科、総合学科

を組み合わせた２校への出

願も可能であるが、いずれの

場合も２校へ出願するとき

は、第１志望校、第２志望校

をあらかじめ決めて出願。 

●各高等学校において、調査書情報、第１志望校で受検した学力検査の

成績等の結果に基づいて総合的に評価し、校内順位を決定。 

●県教育委員会は、各高等学校で決定された校内順位に基づき、コンピ

ュータ処理により一般選抜において合格者を決定する人数内にあると

きは、第１志望校の合格候補者とする。２校受検者が第１志望校、第

２志望校ともに合格圏内にあるときは第１志望校の合格候補者とし、

第２志望校の合格候補者とはしない。 

●第２志望校では、合格圏内の人数に余裕が生じることになるため、こ

の余裕が生じた人数分だけ、受検者の中から校内順位に従って繰り上

げ、その高等学校の合格候補者とする。 

●最後に、各高等学校において選抜委員会が開かれ、コンピュータ処理

の結果作成された合格候補者の名簿に基づいて合格者を決定。 

大阪府 ●公立第１志望校に加え、公立第２志望校についても出願できる機会を

設け、第２志望校での合格者の決定は、当該校を第１志望とする志願

者数が募集人員に満たない場合に行う。 

●出願にあたっては、第２志望校の出願締切日時は、第１志望校の出願

締切日時よりも後に設定。 

●第２志望校における合格者の

決定については、学校特色枠

によらず学力検査等を活用。

第１志望校で受験した学力検

査（国語・数学・英語）の共通

問題の点数と調査書の評定を

活用して合格者を決定。第２

志望校を志願することによる

新たな検査はない。 

資料４ 



府県名 制度の概要 選抜方法の概要 

京都府 ●「独自枠」は１校１学科等、「共   【共通枠の志望に関する資料】 

通枠」は最大３校３学科等への志

願を可能とし、両方志願すること

で、最大４校４学科等への志願が

可能。           

●「独自枠」・「共通枠」では同一校を志願することも可能。また、いず

れかのみの志願も可能。 

※「独自枠」では、各校が定める「求める生徒像」に基づく各校の特色

に応じた検査項目・配点により、多元的に評価し、選抜を行う。「共通

枠」では、各校共通の検査項目・配点により評価し、選抜を行う。 

 

 

●第１志望第１順位希望者の中から募集人員の９０％以内の合格者を決

定。その上で、第１志望第１順位で合格範囲外の者と、他校の第１順

位合格範囲外の第２順位希望者を合わせて合格者を決定。 

●第２志望は、第１志望優先でなお欠員がある場合、選抜を実施。 

兵庫県 ●選抜名称は「複数志願選抜」。 

●第１志望校１校１学科に出願。

その際、第２志望校を付して出

願可能。 

●学区ごとに、第２志望まで出願   

可能（専門学科は対象外）。 

●普通科及び総合学科で実施。 

 

●複数志願選抜を行う高等学校の合否判定委員会は、各学区に設置され

た複数志願選抜管理委員会の合否判定委員会を構成し、その高等学校

の合否を判定する。 

●第１志望を優先するため、第１志望校に一定の加算（２０～３０点）。 

●各校では、第１志望者は素点に一定の加算点を加えた点数で、第２志

望者は素点の点数で、受験者の点数を順に並べる。その点数が、募集

定員数内の順位であれば、総合判定を経て合格となる。 

 

福岡県 ●県教育委員会が指定する一定の学校（令和８年度は２８校）を第２志

望校として出願可能（総合学科・専門学科は対象）。 

●第１志望校への志願は学区の制限があるが、第２志望校は学区外への

志願も可能。 

●第１志望校において合格とならず、第２志望校に欠員が生じている場

合に限り、第２志望校で選抜を実施。 

（第１志望校から第２志望校に学力検査の結果等を送付） 

●第２志望校では、学力検査の結果と調査書により総合的に選考を行い、

合格者を決定。 

●追検査又は追選抜の対象となった場合、第２志望校での選抜は行わな

い。 

  ※京都府は令和９年度入学者選抜、大阪府は令和１０年度入学者選抜の概要 


